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会長報告 髙橋 義詔 会長②
今日はロータリの寄付についてお話ししたいと

思います。まず基本的な年次基金です。これは国
際財団活動資金と地区財団活動資金に分割され、
「環境」＝環境保護のための寄付、「疾病予防と
治療」＝感染症の広がりを防ぐとともに主に発展
途上地域に教育や物資を提供する寄付、「母子の
健康」＝教育・予防接種出産に必要な設備などを
提供するための寄付、「平和構築と紛争予防」＝
紛争の根底にある問題に取り組むリーダーを育成
するプロジェクトや奨学金を支えるための寄付、
「水と衛生」＝きれいな水や衛生設備を提供する
ための寄付、「基本的教育と識字率向上」＝識字
率の向上と教育における男女格差の解消や教育者
への支援のための寄付、「地域社会の経済発展」
＝貧困地域の起業家やリーダーに支援を提供する
ための寄付があります。

他には「災害救援基金」ロータリー災害救援補
助金となってクラブや地区により活用され、特定
の災害に指定することができない寄付です。

次に「ポリオプラス基金」。すべての子どもに
ポリオ予防接種を行うための寄付です。

次に「ポリオ根絶支援自転車レース」。ジョン
ヒューコ事務総長とロータリー職員がポリオ撲滅
活動への募金のため、アメリカアリゾナでの自転
車レースに出場する取り組みへの支援で、この寄
付はポール・ハリス・フェロー認証の対象となる
可能性があるそうです。

最後に「パキスタン洪水救援基金」と「ウクラ
イナ救援基金」。この二つは災害救援補助金を通
じてクラブと地区で活用され、未使用の場合は
2024年7月に災害救援基金に充当されます。RC
では様々な寄付のプログラムが用意されていま
す。円安が続いていますが、ご寄付よろしくお願
いいたします。

本日のゲスト卓話は遠軽町のALT、ホレブ フィ
リップ ニコラス様①です。宜しくお願い致します。

幹事報告 大西 孝拡 幹事③
１．本日、例会終了後、臨時理事会を開催します。
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第３０９５回例会記録

★開 会 点 鐘：髙橋 義詔 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：我らの生業
★四つのテスト：－

日時：2023年１１月９日㈭12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：加藤 幸徳 ＳＡＡ⑦

11月
30日
㈭ 12:30～

夜間例会
親睦活動委員会
懇 親 会

会員卓話
会員組織委員会
川村 寿光 会員

11月
16日
㈭ 18:00～

本日のプログラム ゲスト卓話
遠藤 利秀 国際奉仕委員会副委員長④

今日のゲスト卓話の講師は、遠軽町のALTの
フィリップさんです。経歴についてはお手元の資
料、ご本人のお話の中でも出てくるということで
すので省略させていただきます。

来町2ヶ月余りですが、驚いたこととかいろい
ろあるようで、考え方の違い、文化の違いなどい
ろいろあるんだと思います。外国人の方は町や私
たちにこんなことを感じるんだなという気づきも
あるのではないかと思います。

【文中の○数字は写真とその中の番号】
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11月 2日 43 40 31 2 82.5％
11月 9日 43 40 26 65.0％

本日のプログラム ゲスト卓話
遠軽に来て、びっくりしたこと

ホレブ フィリップ ニコラス 様①
私はカリフォルニアのサンタモニカで生まれま

した。ロサンゼルスは美しい都市で様々な文化が
存在しています。サンタモニカは太平洋沿岸にあ
り、海岸を散歩したりサーフィンを楽しんだりす
ることは日常生活の一部になっています。またゲ
ームセンターやショッピングモールなど観光客や
住民たちが楽しめる施設もあります。

カリフォルニアは様々な国からの移民が多く住
んでおり、様々な言葉や食べ物もある多様な文化
がある地域です（チャイナタウンやリトルトーキ
ョーなど）。更にハリウッドなどのエンタメ、シ
リコンバレーといわれるテクノロジー産業などが
経済を牽引し、世界中から人々を集めてもいます。

私はカールトン大学（写真）で国際関係学と日
本語を学びました。日本語を選んだのは日本にと
ても興味があったからです。子供のころに日本に
住んでいた経験のある家族の友人が、日本の料理
をいくつも教えてくれたことがあります。私は食
べられる食事があまりありませんでした。でも教
えてくれた日本の食事はほとんど食べることがで
きたのです。このことをきっかけに日本に興味を
持ち、さらにジブリのアニメにも強く共鳴するよ
うになりました。音楽ではYMO（イエローマジ
ックオーケストラ）が好きです。坂本龍一氏の音
楽は世界中のアーチストに影響を与えています
（パソコンでの音づくりも楽しんでいます）。
日本に留学して経験を積みたかったのですがコロ
ナ禍によりできませんでした。そこでALTの仕事
に応募しました。良い選択をしたと思います。こ
れからの経験が楽しみです。

私が感じている日米の違いをお話します。アメ
リカでは自分が責任を負うことを重要視していま
す。それに対して日本はコミュニティへの貢献を
重要視しています。この違いによってネットでの
買い物の仕方も違っています。日本での買い物は
煩雑な操作を必要とするのに対し、米ではもっと
簡単に買い物ができます。その反面問題が起きる
こともありますが。

ロスでは四季がはっきりしていません。雪も降
らないし雨も少ない。日本でははっきりした四季
があり、その四季が文化的に重要な要素となって

いるので、これから大いに四季を経験したいと思
っています。

アメリカではコインを使うことはほとんどあり
ません。支払いは大部分カードです。日本では現
金の支払いが多く、コインがどんどん溜まってし
まいます。それでコインを入れるための新しい財
布が必要になりました。またコインでの支払いに
なれる必要もありました。

学校の違いもあります。日本では文化祭や学校
祭を大変重要視しており、生徒たちがそれぞれ自
分の才能や努力を発表し地域との交流を行ってい
ます。同じようなことをアメリカでもしますが、
そこまで重要視されていません。日本では生徒が
掃除を行います。他の生徒と協力すること、責任
感を感じることなどの教育的配慮があります。米
では掃除は専門業者が行います。授業は、米では
グループワークやディスカッションが中心です。
授業中に質問することや意見を発表する文化があ
ります。あまりにもうるさい時には教室から追い
出されることもあります。日本ではないと思いま
す。こんな違いも楽しんでいます。

これから楽しみたいことは日本のお祭りと冬の
スポーツです。季節ごとにあるお祭りの中でも、
特に札幌の雪まつりを楽しみにしています。雪と
氷で作られる雪像を見るのが楽しみです。北海道
にはスキーリゾートが沢山あると聞いています。
以前スキーはやったことがありますが、しばらく
離れていたので改めてスキーを楽しみたいと思っ
ています。

お聞きいただきありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ 益井 伸也 親睦活動委員長⑤
井上英勝君 結婚記念日 5,000円

2022-23年度 合計285,000円
☆閉会点鐘：髙橋義詔会長☆今号会報担当：佐藤直也副委員長
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